
令
和
3
年
度

定
時
総
会
を
開
催

総
会
当
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新
役

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
新
任
役
員
】

	

理
事
長　
　
山
下
直
樹

　
　
副
理
事
長　
秋
月
敏
尚

	

専
務
理
事　
小
嶋
良
昭

	

理　
事　
　
梅
本
長
司

	

理　
事　
　
北
順
次
郎

	

理　
事　
　
下
津
栄
子

	

理　
事　
　
寒
川
み
す
ゞ

	

理　
事　
　
中
野
征
文

	

理　
事　
　
根
岸
眞
治

	

理　
事　
　
村
岡
俊
平

	

理　
事　
　
吉
田
昌
博

	

理　
事　
　
雑
賀
將
吉

	

理　
事　
　
山
路
都
子

	

監　
事　
　
西
川
三
郎

	

監　
事　
　
入
山
喜
一
郎

な
お
、
副
理
事
長
、
専
務
理
事
及
び

理
事
２
名
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、ご
貢
献
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
】

	

副
理
事
長　
小
口
貴
生

	

専
務
理
事　
久
保
有
史

	

理　
事　
　
松
村
光
一
郎

	

理　
事　
　
上
野
美
知

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
で
、
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発
展
の
た

め
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
、
世
界
的
に
も
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た

ち
の
社
会
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
シ
ル
バ
ー
事
業
運
営
も
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
定
時
総
会
は
、
昨
年
同
様

感
染
防
止
対
策
の
た
め
、
極
力
、
出
席

者
数
を
抑
え
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き

理
事
長
の
挨
拶

理
事
長

　
山
下
　
直
樹

新　

役　

員　

の　

紹　

介
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ま
し
た
。

本
市
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
よ
う
で
、
さ
ら
な
る
感
染

防
止
対
策
の
徹
底
に
よ
り
、
一
日
も
早

い
終
息
を
願
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
役
員
改
選
期
に
あ

た
り
、
皆
様
方
の
ご
賛
同
を
賜
り
、
私

こ
と
山
下
が
理
事
長
に
再
任
、
小
口
副

理
事
長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
秋
月
理

事
が
副
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
長
き
に
わ
た
り
ご
尽
力
を
賜
り
ま

し
た
小
口
副
理
事
長
に
心
か
ら
感
謝
と

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

新
た
な
役
員
体
制
と
な
り
、
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
シ
ル
バ
ー
事
業
発
展

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
改

め
ま
し
て
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

現
代
社
会
に
お
い
て
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す
る
中
、

高
齢
者
の
皆
様
が
、
長
年
培
っ
て
こ
ら

れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
社

会
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
健
康
や
生

き
が
い
を
見
出
し
、
地
域
社
会
の
福
祉

の
向
上
と
活
性
化
に
寄
与
す
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
よ
り
社
会
生
活
は
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
今
、
そ
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、

関
係
諸
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
時

代
に
応
じ
た
円
滑
な
事
業
運
営
を
図
る

と
と
も
に
「
会
員
の
拡
充
」「
就
業
機

会
の
確
保
・
開
拓
」「
安
全
・
適
正
就

業
の
徹
底
」
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。引

き
続
き
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
様

か
ら
喜
ば
れ
、
信
頼
さ
れ
る
魅
力
あ
る

セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
、
理
事
長
と
し
て

の
責
任
と
役
割
を
認
識
し
、
地
域
社
会

の
発
展
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ

う
、
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
、
誠
心
誠

意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の

皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
並
び
に
お

力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
役
員
改
選
に
よ
り
、
副
理

事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
秋
月
で
ご

ざ
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
厳
し
い
社
会
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
、
新
し
い
役
職
員

の
皆
様
と
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
応
し

な
が
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
喜
ば
れ
、
信

頼
さ
れ
る
和
歌
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、
理
事
長
を
補
佐

し
、精
一
杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
方

の
ご
指
導
、ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
に

あ
た
り
ま
し
て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
理

事
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

在
任
中
は
、
副
理
事
長
と
い
う
大
役

を
仰
せ
つ
か
り
、
会
員
の
皆
様
、
役
員

そ
し
て
事
務
局
職
員
の
皆
様
か
ら
、
格

別
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
大

過
な
く
果
た
す
こ
と
が
で
き
、
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
、
本
当
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
セ
ン

タ
ー
の
発
展
の
た
め
、
理
事
の
皆
様
方

と
理
事
長
が
中
心
と
な
っ
て
ワ
ン
チ
ー

ム
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
は
、
一
会
員
と
し
て
、
シ
ル
バ

ー
事
業
発
展
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
長
い
間
、
皆
様
方
に
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は「
自
主・

自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
に

令
和
３
年
度
事
業
計
画

令
和
３
年
度
事
業
計
画

１　

基
本
方
針

就
任
の
挨
拶

副
理
事
長

　
秋
月
　
敏
尚

退
任
の
挨
拶

副
理
事
長

　
小
口
　
貴
生
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基
づ
き
、
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
合
わ
せ
た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
又
は

そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

と
す
る
様
々
な
社
会
活
動
を
通
じ
て
、

健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現

と
、
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
と
活
性

化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

版
「
高
齢
社
会
白
書
」
で
は
、
我
が
国

の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
口
は
３
，

５
８
９
万
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割

合
（
高
齢
化
率
）
は
２
８
．
４
％
と
な

り
、
超
高
齢
社
会
が
急
激
に
進
展
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
に
お
い
て
、
65
歳
ま
で
の
雇
用

の
確
保
（
義
務
化
）・
70
歳
ま
で
の
就

業
確
保
（
努
力
義
務
化
）
が
令
和
３
年

４
月
よ
り
改
正
施
行
さ
れ
る
な
ど
、
セ

ン
タ
ー
入
会
者
の
年
齢
も
高
齢
化
が
否

め
ず
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
会
員
の

平
均
年
齢
も
73
歳
を
超
え
、
年
々
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
現
状
で
す
が
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
果
た
す
べ
き

役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
社
会
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
前
例
の
な

い
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
あ
り
ま
す

が
、
和
歌
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
は
、
和
歌
山
市
及
び
（
公
社
）
和
歌

山
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

を
始
め
と
す
る
諸
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
財
政
の
健
全
化
・
事
業
運
営

の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
「
会
員

の
増
強
」「
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大
」

「
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
」
に
努
め
、

地
域
社
会
の
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
理
解

と
信
頼
を
深
め
、
活
力
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
の
一
翼
を
担
う
よ
う
事
業
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２　

令
和
3
年
度
の
事
業
目
標

会
員
数　
　
８
２
６
名

受
注
件
数　
２
，
６
０
０
件

契
約
金
額
︵
受
託
事
業
︶

　
　
　
　
　
２
２
１
，
５
８
２
千
円

　
　
　
　

 

︵
派
遣
事
業
︶

　
　
　
　
　
２
６
，
０
０
０
千
円

就
業
率　
　
80
パ
ー
セ
ン
ト

３　

事
業
実
施
計
画

①
会
員
の
増
強

②
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

③
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底

④
普
及
啓
発
活
動
の
実
施

⑤
研
修
会
・
講
習
会
の
開
催
及
び
参
加

⑥
会
員
組
織
の
活
用
及
び
機
能
の
充
実

⑦
組
織
体
制
の
充
実

令
和
2
年
度
第
５
回（
３
月
26
日
開
催
）

議
案
第
１
号　
令
和
2
年
度
第
２
回
補

　
　
　
　
　
　
正
予
算

議
案
第
２
号　
令
和
3
年
度
事
業
計
画

議
案
第
３
号　
令
和
3
年
度
収
支
予
算

　
　
　
　
　
　
報
告
事
項

（
１
）
正
会
員
の
加
入
及
び
事
業
実
績

　
　

  

に
つ
い
て

（
２
）
職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て

（
３
）
会
議
等
の
日
程
に
つ
い
て

（
４
）
事
務
局
の
人
事
に
つ
い
て

（
５
）
専
門
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
つ

　
　

  
い
て

令
和
3
年
度
第
１
回
︵
５
月
14
日
開
催
︶

総
会
提
出
6
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

令
和
３
年
度
第
１
回
安
全
・
適
正
就
業

委
員
会　
　
　
　
　

（
7
月
6
日
開
催
）

①
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
委
員
の

　
　
委
嘱

②
委
員
長
・
副
委
員
長
の
互
選

③
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
役
割

　
　
に
つ
い
て

④
事
故
報
告
に
つ
い
て

⑤
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
に
つ

　
　
い
て

⑥
地
区
安
全
対
策
員
に
つ
い
て

⑦
今
後
の
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

〇
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
対
策
と
し
て
、
７
月
に
予
定
し
て

い
た
会
員
対
象
の
安
全
・
適
正
就
業
講

習
会
を
中
止
と
し
、
安
全
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
配
布
し
て
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
た
。

○
事
故
発
生
者
に
対
し
て

　
・
物
損
賠
償
事
故
で
シ
ル
バ
ー
保
険

理　

事　

会　

報　

告

安
全
・
適
正
就
業

委
員
会
報
告
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適
用
者
か
ら
自
己
負
担
額
１
万
円

　
　
徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
・
前
記
該
当
者
は
、
今
後
の
事
故
防

　
　
止
対
策
の
参
考
と
す
る
た
め
委
員

　
　
会
に
て
事
情
聴
取
し
て
い
ま
す
。

【
安
全
・
適
正
就
業
委
員
紹
介
】

委
員
の
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た

　
　
委
員
長　
　
中
野
征
文

　
　
副
委
員
長　
松
本
幸
二

　
　
委　
員　
　
今
西
守
夫

　
　
委　
員　
　
中
西
一
弥

　
　
委　
員　
　
北
順
次
郎

　
　
委　
員　
　
下
津
栄
子

　
　
委　
員　
　
畔
柳
英
子

　
　
委　
員　
　
小
谷
実
男

　
　
委　
員　
　
小
嶋
良
昭

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
に
わ
た
り

在
籍
し
毎
年
１
回
以
上
就
業
さ
れ
た
９

名
の
方
々
に
対
し
て
、
賞
状
と
記
念
品

を
贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　
　
岡　
崎　
　
永
廣
健
次

　
　
宮　
前　
　
木
村
正
治

　
　
紀　
伊　
　
清
水
昇

　
　
　
宮　
　
　
池
田
羊
子

　
　
雄　
湊　
　
阪
本
加
代

　
　
楠　
見　
　
西
谷
雅
夫

　
　
有　
功　
　
井
本
昭
三

　
　
西　
脇　
　
水
口
武
利

　
　
広　
瀬　
　
髙
田
友
房

役
員
と
し
て
２
期
以
上
在
任
し
そ
の

職
を
退
か
れ
た
方
に
対
し
て
、
賞
状
と

記
念
品
を
贈
り
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　
　
理　
事　
　
小
口
貴
生

当
セ
ン
タ
ー
が
、
指
定
管
理
者
と
な

っ
て
管
理
を
受
託
し
て
い
る
西
庄
ふ
れ

あ
い
の
郷
で
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
し
た
。

○
西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

イ
ベ
ン
ト
（
３
月
27
日
）

ハ
ー
ブ
園
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
っ

て
ウ
ッ
ド
テ
ラ
ス
の
拡
充
等
を
行
い
、

そ
れ
を
多
く
の
方
々
に
広
く
周
知
す
る

た
め
に
和
歌
山
市
主
催
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
・
ハ
ー
ブ
苗
の

無
料
配
布
や
近
隣
団
体
と
の
協
働
事
業

に
よ
る
製
品
販
売
、
そ
し
て
サ
ッ
ク
ス

奏
者
の
岡
な
づ
き
さ
ん
に
よ
る
サ
ッ
ク

ス
演
奏
会
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
に
５
０
０
人
以
上
の
方
々
が
ご
参

加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

○
ハ
ー
ブ
の
挿
し
木
体
験（
３
月
29
日
）

年度 総件数
うち就業中 うち就業途上

傷害 賠償 計 交通事故 自己転倒 計

29 5 2 2 4 0 1 1

30 5 0 4 4 0 1 1

令和元 5 2 3 5 0 0 0

令和 2 7 1 6 7 0 0 0

令和 3 2 0 2 2 0 0 0

年度別事故発生状況（5年間）

【令和3年 7月 1日現在】

西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷

会　

員　

表　

彰

役　

員　

表　

彰
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日
頃
ハ
ー
ブ
園
を
管
理
し
て
い
る
シ

ル
バ
ー
会
員
が
挿
し
木
の
技
術
を
参
加

者
に
指
導
し
、
実
際
に
参
加
者
が
苗
作

り
に
は
欠
か
せ
な
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
挿

し
木
技
法
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、
出

来
上
が
っ
た
フ
レ
ン
チ
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
の
挿
し
木
を
持
ち
帰
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
Ｗ
Ｂ
Ｓ
和
歌
山
放
送
局
（
ラ
ジ
オ
）

　

取
材
対
応
（
５
月
15
日
）

Ｗ
Ｂ
Ｓ
和
歌
山
放
送
局
か
ら
「
西
庄

ふ
れ
あ
い
の
郷
」
ハ
ー
ブ
園
の
ハ
ー
ブ

が
満
開
を
迎
え
る
時
期
に
つ
い
て
の
取

材
が
あ
り
、
小
嶋
事
務
局
長
、
潰
滝
副

主
幹
、
管
理
会
員
で
対
応
し
、
放
送
名

「
瑠
香
の
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　
Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
」

に
て
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
（
テ
レ
ビ
）

　

で
放
映
（
６
月
２
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
和
歌
山
放
送
局
で
「
西
庄
ふ

れ
あ
い
の
郷
」
ハ
ー
ブ
園
の
ハ
ー
ブ
が

満
開
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
風
景
が
情
報

番
組
「
ギ
ュ
ギ
ュ
っ
と
和
歌
山
」
に
て

放
映
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ハ
ー
ブ
の
苗
販
売
の
お
知
ら
せ

・
ハ
ー
ブ
の
苗
を
２
１
０
円
で
販
売

　
　
し
て
い
ま
す
。

◎
西
庄
ふ
れ
あ
い
の
郷

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
予
定

10
月　
　
　
　
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
・
12
月　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ブ
教
室

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

　

防
止
の
た
め
中
止
し
た
イ
ベ
ン
ト

ハ
ー
ブ
教
室
（
５
月
24
日
予
定
）

ハ
ー
ブ
花
摘
み
体
験

　
　
　
　
　

 （
５
月
26
日
予
定
）

令
和
２
年
度
の
事
業
実
績
は
、
請

負
・
委
任
の
受
注
件
数
２
，
３
１
１
件

で
前
年
度
に
比
べ
95
件
の
増
加
と
な

り
、
契
約
金
額
は
約
２
７
０
万
円
増
加

の
１
７
１
，
２
７
２
，
５
１
５
円
と
な

り
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
目
標
達
成

に
向
け
、「
自
主・自
立
、
共
働・共
助
」

の
理
念
の
も
と
、
セ
ン
タ
ー
一
丸
と
な

っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

受注件数
及び
契約金額
比較

年度 受注件数（件）契約金額(千円)

平成30年度 2,299 169,837

令和元年度 2,216 168,564

令和 2年度 2,311 171,273

（3月 31日現在）

会員数
比較

年度 男性 女性 合計

平成30年度 420人 223 人 643人

令和元年度 461人 253 人 714人

令和 2年度 463人 253 人 716人

（3月31日現在）

令
和
２
年
度
事
業
実
績
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シ
ル
バ
ー
事
業
は
、
高
齢
者
が
健
康

で
安
心
し
て
「
働
く
」
こ
と
を
通
じ
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
日
頃
か
ら
安
全
・
適
正
就
業

に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
会
員
一
人
ひ

と
り
が
意
識
し
、
実
行
す
る
事
が
重
要

で
す
。
会
員
全
員
が
事
故
防
止
意
識
を

持
っ
て
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て
安

全
就
業
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
心
得
10
か
条

①
作
業
は
安
全
第
一
を
心
が
け
、
急
い

　
だ
り
、
あ
わ
て
た
り
し
な
い
こ
と
。

②
器
具
類
は
、
使
用
す
る
前
に
必
ず
点

　
検
す
る
こ
と
。

③
服
装
・
履
物
は
作
業
に
合
っ
た
動
き

　
や
す
い
も
の
に
す
る
こ
と
。

④
作
業
前
に
は
、
軽
い
柔
軟
体
操
を
し

　
て
体
を
ほ
ぐ
す
こ
と
。

⑤
諸
機
能
の
低
下
を
充
分
に
認
識
し
、

　
無
理
を
し
な
い
こ
と
。

⑥
作
業
現
場
は
常
に
整
理
整
頓
に
心
が

　
け
る
こ
と
。

⑦
共
同
作
業
で
は
、
合
図
・
連
絡
を
正

　
確
に
行
う
こ
と
。

⑧
酒
気
を
帯
び
て
の
就
業
は
、
絶
対
に

　
つ
つ
し
む
こ
と
。

⑨
健
康
に
は
、
常
に
注
意
し
、
健
康
な

　
状
態
で
就
業
す
る
こ
と
。

⑩
仕
事
の
前
日
は
、
充
分
睡
眠
を
と
る

　
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
。

◎
全
国
統
一
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
）

『
い
つ
ま
で
も

　
　
　
　

働
く
喜
び

　
　
　
　
　
　
　

無
事
故
か
ら
』

入
会
説
明
は
、
事
務
局
に
て
随
時
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格
は

・
市
内
に
在
住
し
て
い
る
60
歳
以
上

　
　
の
方

・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
う
ち
、
植
木
の

剪
定
や
草
刈
の
仕
事
は
発
注
か
ら
就
業

ま
で
に
長
い
間
お
待
ち
い
た
だ
い
て
発

注
者
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が

多
く
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
頭
の
痛
い

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
会

員
の
う
ち
で
植
木
の
剪
定
が
で
き
る
技

術
を
持
っ
た
方
や
夏
場
の
草
刈
も
で
き

る
頑
健
な
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
や

っ
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
会
員
は
、
事

務
局
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
お
知
り
合
い
に
そ
の
よ
う
な

方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
入
会
を
お
誘
い
く

だ
さ
い
。

会
員
全
員
で
就
業
開
拓
を
し
ま
し
ょ

　
う
。

◎
宛
名
書
き
・
賞
状
書
き
・
簡
単
な

　
　
事
務

◎
建
物
管
理・施
設
管
理・駐
車
（
駐

　
　
輪
）
場
管
理

◎
簡
単
な
大
工
仕
事・ペ
ン
キ
塗
り・

　
　
植
木
手
入
れ

◎
草
刈
り
・
除
草
・
清
掃

◎
家
事
手
伝
い
・
留
守
番
・
介
護
補

　
　
助

◎
パ
ソ
コ
ン
出
張
個
人
指
導　

　
　

事
務
局
長　
　
　
小
嶋
良
昭

総
務
班

班
長　
　
　
　
　
谷
和
哉

企
画
員　
　
　
　
前
野
光
加

嘱
託
職
員　
　
　
山
田
友
子

業
務
班

副
主
幹
兼
班
長　
潰
滝
剛
久

班
長　
　
　
　
　
小
河
畑
弘
樹

企
画
員　
　
　
　
藤
原
琢
之

企
画
員　
　
　
　
山
口
隆
三
郎

嘱
託
職
員　
　
　
石
倉
啓
司

嘱
託
職
員　
　
　
早
瀬
聖

（3月31日現在）

シ
ル
バ
ー
会
員
を

　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

安
全
就
業
を
目
指
し
て

植
木
剪
定
・
草
刈
り
の
で
き

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
向
き
の
仕
事
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

事
務
局
職
員
紹
介
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令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
傷
害
保
険

の
プ
ラ
ン
が
変
更
と
な
っ
て
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
に
関
す
る
発

注
者
さ
ん
へ
の
請
求
は
内
税
方
式
で
行

っ
て
お
り
ま
す
。
発
注
者
さ
ん
へ
の
請

求
の
内
訳
は
「
会
員
さ
ん
の
就
業
に
対

す
る
配
分
金
」「
一
定
の
基
準
に
よ
り

定
め
ら
れ
た
交
通
費
」「
配
分
金
に
対

す
る
定
め
ら
れ
た
事
務
費
及
び
作
業
に

対
し
て
か
か
っ
た
材
料
費
」
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
内
税
と

し
て
消
費
税
を
含
ん
だ
金
額
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
納
税
事

業
者
と
し
て
こ
れ
ら
の
収
入
に
対
し
て

税
務
署
に
消
費
税
を
納
付
し
て
お
り
ま

す
。
会
員
さ
ん
も
同
様
に
消
費
税
法
上

で
は
「
事
業
者
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
納
税
の
義
務
が
生
じ
ま
す
。
た

だ
し
、基
準
期
間
内
の
課
税
売
上
高（
配

分
金
の
証
明
額
）
が
１
，
０
０
０
万
円

以
下
の
場
合
は
免
税
と
な
り
ま
す
。
就

業
に
よ
り
発
生
す
る
配
分
金
に
も
消
費

税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
令
和

５
年
10
月
１
日
か
ら
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
」
と
い
う
制
度
が
導
入
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
会
員
の
皆
さ
ん
が

受
取
る
配
分
金
に
係
る
消
費
税
の
取
り

扱
い
が
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
現
時
点
で
は
、
制
度
に
つ
い
て
は

っ
き
り
し
な
い
点
が
多
い
た
め
、
今
後

改
め
て
お
知
ら
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

新 旧

死亡保険金額 600万円 900万円

入院保険金日額 5,000 円 3,000 円

通院保険金日額 3,000 円 2,000 円

熱中症危険担保特約 あり なし

 

令和３年８月より会員の携帯電話に 

ショートメッセージ（SMS）※でセンターからのお知らせを 

一斉送信するサービスを開始いたします。 

※携帯電話番号を用いた短文でのメッセージ     

■■  シショョーートトメメッッセセーージジ受受信信可可能能なな携携帯帯電電話話 
    ・・ススママーートトフフォォンン  

・・ガガララケケーー（（従従来来ののフフィィーーチチャャーーフフォォンン））    
■■  想想定定メメッッセセーージジ内内容容  

・・おお知知ららせせ、、緊緊急急連連絡絡  
・・就就業業募募集集  
・・個個別別ののごご連連絡絡  ななどど                                                                                      

■■    シショョーートトメメッッセセーージジ送送信信元元のの番番号号ににつついいてて  
    ・・NNTTTT  ddooccoommoo、、aauu、、楽楽天天モモババイイルルををおお持持ちちのの方方：：005500--55449911--44110055 かかららメメッッセセーージジがが届届ききまますす。。  
    ・・SSooffttbbaannkk、、YY!!mmoobbiillee ををおお持持ちちのの方方：：224422224444 かかららメメッッセセーージジがが届届ききまますす。。  
    セセンンタターーかかららののメメッッセセーージジはは必必ずず上上記記番番号号かからら届届ききまますすののでで、、ごご安安心心くくだだささいい。。  
    アアドドレレスス帳帳にに登登録録いいたただだくくとと便便利利でですす。。上上記記番番号号ににはは電電話話ややメメッッセセーージジ返返信信ををいいたただだいいててもも届届ききまませせんん。。  
    一一部部キキャャリリアア（（SSooffttBBaannkk、、YY!!mmoobbiillee、、楽楽天天モモババイイルル））やや機機種種にによよっっててはは返返信信ででききたたよよううにに見見ええまますすがが、、実実際際ににはは返返信信ででききてておおららずず、、  
    送送信信料料もも発発生生致致ししまませせんん。。    
■   ごご注注意意事事項項  
    ・・メメッッセセーージジのの受受信信ににはは料料金金ははかかかかりりまませせんん。。  

・・携携帯帯電電話話ののごご契契約約ププラランン（（無無料料通通信信分分がが全全くく無無いい場場合合ななどど））にによよっっててはは、、  
メメッッセセーージジ本本文文内内のの UURRLL ををククリリッッククすするるととパパケケッットト通通信信料料実実費費がが発発生生すするる場場合合ががごござざいいまますす。。  

  
公公益益社社団団法法人人  和和歌歌山山市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー  
      住住所所：：〒〒664400--88115577 和和歌歌山山市市八八番番町町４４番番地地  

  電電話話：：007733--443311--11227700  
                      

本本文文内内のの UURRLL ををククリリッッククいい

たただだくくここととででメメッッセセーージジをを

ごご確確認認いいたただだけけたたかか否否かかがが

分分かかりりまますす。。ごご協協力力のの程程、、

宜宜ししくくおお願願いい致致ししまますす。。  

事務局に携帯電話番号をお伝えいただいていない会員様へ 
お手数ですが携帯電話番号のご連絡を事務局までお願い致します。 

 

傷
害
保
険
の
プ
ラ
ン

変
更
に
つ
い
て

配
分
金
に
は
消
費
税
が

含
ま
れ
て
い
ま
す

（ 7 ）

安全就業スローガン「いつまでも　働く喜び　無事故から」

和歌山市シルバー人材センター



粗品進呈
数量に限りが
ございます
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安全就業スローガン「いつまでも　働く喜び　無事故から」

和歌山市シルバー人材センター


